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は じ め に
『グローバル資本主義の物語』(NHKブックス2000年)を小生は出し,
かつて本誌で,そ の補いを書いた1)。これはその続 き(2)で ある。その書 は
1999年までを書いたが,そ の後大問題が生 じたので,こ こではそれを描 く。そ
1)「 『グローバル資本主義の物語』 について」in:『商学討究』51の1。
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れ以外 に,い くつかの点を論ずる。
世 界経済
1考 察
20世紀の資本主義,す なわち帝国主義を分析するさい,レ ーニンの 『帝国主
義』は,古 典的作品としてある。彼の帝国主義論は20世紀初頭の研究であるの
で,す べてがそのまま現在にあてはまらないが,基 本的な点ではあてはまると
ころがある。だがい くつか新 しい問題が出てきている。
最大の問題はアメリカ合衆国(以下,アメリカと略す)が,唯一の巨大 ・超 ・
帝国主義国になったことである。
次に,独 占資本主義か ら国家独占資本主義への発展である。私の書では,こ
の国家独占資本主義 という表現は,誤 解 されるから,組 み入れていない。それ
にまた,私 はこれを理論軸にするつ もりはない。1930年代に世界資本主義は国
家独 占資本主義へ移行 した。その成立の原因は政治的 ・経済的なものである。
経済的原因は,相 対的安定期を歴史の前提条件に持った生産力の一層高い水準
であ り,民間独 占体だけでは国民経済の運営 ・発展がで きなくなった生産の強
大な集積,そ して直接の要因となった大恐慌である。政治的原因は,労働者階
級の政治的力量の増大,そ の闘いの発展,戦 争 と革命である。そして私はそう
はとらないが,普 通は,資 本主義の全般的危機の第二段階に求められる。以上
の結果,独占資本 と国家権力 との癒着2),ないし独 占資本の国家権力への従属3)
が起 き,こ れが体制化 した。同時に新 しい政策が導入 された。
国家独 占資本主義の新 しい政策は,経 済的には,財 政 ・金融 ・社会政策の変
化である。それらは,ケインズ理論に表現される巨大な国家財政の役割の増大,
金本位制の永久の廃止,構造 的インフレーション,社 会保障政策である。
しかし歴史の変化のうちで重要なものは,ア メリカ合衆国の新帝国主義であ
2)大 内力 『国家独 占資本主義論』東大出版1970年。
3)ヴ ァルガ 『20世紀の資本主義』合同出版1962年,150ペー ジ。
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る。これは世界の歴史 と経済の上で決定的な意義をもった。第2次 大戦後アメ
リカは,資 本主義諸国の中で君臨す ることになった。政治的にもそうなった。
19世紀ではロシア,20世紀前半では,ワ イマール期を除きドイッが,世 界の反
動の支柱であったが,20世紀後半にはアメリカがその位置を占めた。それまで
非ファシズム的であるという限 りで民主主義的であったアメリカは,フ ァシス
ト・ドイツの没落後,そ れになり代わった。
歴史上の変化で,次 に重要なのは,新 植民地政策への転換である。列強によ
る旧植民地政策が,ア メリカを中心 とする新植民地政策へ代 わった。この原因
は,旧 宗主国の弱体化,ア メリカの強大化,第 三世界の民族独立運動,社 会主
義体制の拡大である。 レーニンは 『帝国主義』で,植 民地と多様な形態の従属
国とについて論 じている。第2次 大戦後では,そ の前者ではなく後者が,主 要
なものとなった。
この対外政策は,3つ の基本的傾向をもってお り,1つ は経済的,1つ は政
治的軍事的な傾向 ・変化である。経済的政策では,1.従 属国を原料生産国と
して とどめ置 くこと,他方で先進資本主義諸国の市場 としてお くこと,そ れを
基礎 として貿易上の事実上の不等価交換 を行なう。2.投 資,と りわけ巨額な
民間投資を行なう,こ れは主に,第1次 産品,例 えば農 ・鉱業生産物,石 油 ・
天然ガスなどに対 して行なう。第3に,国 家機関による借款,援助である。「社
会主義」体制の存続していた時期に,援 助は,そ の隣接従属国に対 してよく行
なわれていた。だから政治的意味があった。この点は本書で述べた。
経済政策では戦後の特徴 として,先 進資本主義国の従属国への政策だけでは
な く,高度に発展 した資本主義に対す る,そ してお互いの対外経済政策も,重
要な問題 になった。時代が進む と,多国籍企業が登場 したのである。この過程
がアメリカを先頭 として未曽有の規模で強化された。アメリカは,日 本に対 し
て ドッジ ・プラン,ヨ ーロッパに対 してのマーシャル ・プランによって,欧 ・
日資本主義の復活 ・強化を企てた。一方,軍 事的には西 ドイツと日本 を重要軍
事基地 として利用 し,社会主義圏を包囲 した。
帝国主義問の経済的不均等が帝国主義戦争を不可避にするという,レーニン
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の指摘 は,修正せざるをえなくなった。帝国主義諸国間の戦争の代 わりに,ア
メリカを主力 とする局地戦争へ と移行 した。それは,「社会主義圏」の力量の
増大,従 属国における革命の可能性,ア メリカを盟主 とした相互の経済 ・金融
協力を通 じて資本主義を維持 ・存続 しようとの試みのためである。
アメリカはIMFと世界銀行で約30億ドルを出し,投票権を27%,その後33%
持った。アメリカは両機関で拒否権 をもった。IMFは各国が基金 を拠出 して
で きた。アメリカのIMFへの出資金は政治的交付金の意味がある。イギリス
はIMF資金で一時アジアで軍事行動をとった。イギリスはアメリカの拒否権
がは発動 されると困るので,ア メリカにす りよった。
戦後,ヨ ーロッパ,日 本,ラ テン ・アメリカの金(き ん)は,ア メリカに吸
い上げ られた。アメリカの財務省は世界の金の4分 の3を 蓄積 した。ブレトン ・
ウッヅ体制で金(き ん)が 国際金融の基準 として維持され,1945年にアメリカ
は世界の金準備の59%,48年に72%を持った。アメリカとヨーロッパの金ス ト
ックのために,第 三世界 は搾取されることとなった。ヨーロッパがラテン ・ア
メリカ向け輸出を増や し,金が ヨーロッパに流れ,そ れでヨーロッパはアメリ
カの農工産品を買い,金 がアメリカに流れた。ブレトン ・ウッヅ体制は全世界
を ドル本位制につなぎとめた。
経済的には,戦 後資本主義は,と りわけ50年代末か ら60年代に1つ の世界史
的段階を通過 した。過去においては,19世紀末か らの19世紀初めまでのイギリ
スの産業革命,19世紀末の重工業の確立あるいは独 占資本主義の成立,第1次
と第2次 の世界戦争の間のアメリカの繁栄である。最後のものは,相 対的安定
期の繁栄であ り,大規模な技術革新を基礎 にしていた。 ところで60年代のアメ
リカの繁栄 もこれに匹敵する。国内的には独占的大企業の集中 ・合併によるコ
ングロマ リッ ト化,対 外的にはアメリカの企業の世界企業化であ り,それは多
国籍企業化 に表わされる。技術か ら見れば,航 空産業,電 子工学,と くにコン
ピューター産業,原 子力技術 とその産業,宇 宙開発 にもとつ く新 しい技術革新
によって,生 産力が新 しい段階に進んだ。アメリカ企業はすでに単なる独 占企
業ではなく,超 ・巨大 ・複合的独 占企業になっている。それが先端技術を開発
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する国防省と結びついている。
多国籍企業は,60年代のアメ リカの対外経済政策の主要な環である。これは
1963年に初めてアメリカで取 り上げられた。これは,1つ 以上の外国に定着 し
た製造拠点を持つ企業で,対 外直接投資を行ない外国で生産を行なう企業であ
る。これは しか し古典的帝国主義の時代か らあったものである4)。戦後巨大企
業がこのような形態 を一般的にとるようになった。「多国籍企業」という概念は,
人を惑わせる。実 はその多 くの企業がアメリカ資本の支配下にある(北田芳治)。
世界経済を支配 している多国籍企業は,ま ずその絶対的規模が大きい,そ して
多数の国に海外製造子会社 を持つ。1960年代中ばで,ア メリカの187の超巨大
企業がそれにあたる5)。これ らは6力 国以上に製造子会社をもち,売 上高,従
業員数(と くに技術的熟練労働者),工場数,収益性,研 究 ・開発,広 告費で,
優越している。 とりわけ輸出向き生産で支配的であ り,国際収支のうち資本収
支で決定的に重要である。
アメリカはその多国籍企業の進出によって1960年代に西 ヨーロッパの製造業
全売上高の6%弱 を占めた。カナダや中南米への伝統的な支配に比べれば低い
が,重 要産業=先 端産業 に集中しているから,強 い支配なのである。例えば,
当時の電子計算機産業ではどの国に対 しても圧倒的に優越 していた。また石油
帝国主義国アメリカは,海 外直接投資の4分 の1が 石油に向けられた。この多
国籍企 業のヨーロッパへの進出で,国 家主権が脅かされる危険が生 じた。これ
に力で対抗するには,ヨ ーロッパ共同体の強化 ・発展 より他はなかった。広大
な共同市場を確立 して,そ こでヨーロッパ的合弁企業がアメリカ企業 と対決で
きるだけとなった。ECとアメリカ多国籍企業 との確執が激 しくなった。
アメリカの対外投資は,旧 来,ラ テ ン ・アメリカ,カ ナダを主要対象 として
いたが,戦 後,資 源獲得のためにアジア,ア フリカに投資 し,発達した資本主
義諸国に直接投資を,と くに工業部面に大規模 に,拡 大 した。アメリカの新帝
4)ウ イルキ ンス 『多国籍企業の史的展開』 ミネルヴァ書房1973年。
5)レ イモ ン ド・バーノン 『多国籍企業の新展開』 ダイヤモン ド社1973年。
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国主義の,高 度に発達 した資本主義国への経済侵略の誘因は,高 い利潤 と広い
販売市場,自 国での過剰資本であった。
19世紀にイギリスは,自由貿易を教えるために中国でアヘン戦争を起 こした。
こうして香港の租借からイギリスの中国植民地政策を始めた。第2次 大戦後,
アメリカもそれと同じ事 を行なっている。 自由貿易を主張 し,それが実は帝国
主義(正 しく言えば,新 帝国主義)な のである。自由貿易 と帝国主義 とを対立
的に理解することはできない。経済学の教科書では,歴 史的に自由主義段階と
帝国主義主義段階 とを分けるが,そ れは謬見 なのであって,せ いぜい机上の空
論である。アメリカは自由貿易を唱えても,個 々の産業では保護貿易を施行す
る。自由放任 によってアメリカは力 を全世界 に伸ばす。外国経済 をアメリカに
従属 させる。関税障壁を有利な産業では引 き下げ,不 利な産業ではひき下げな
い。アメリカは当時のGATT(現在 は,世 界貿易機構)に 違反 した。 アメリ
カは他国政府の力 をそごうとする。
大戦問期アメリカは外国か らの自国への輸入を妨げた。アメリカの孤立主義
によって,外国は債務を支払うのが困難になった。第2次 大戦後,アメリカは,
債務の利子支払い手段をヨーロッパに与えた。そ して他国を経済的に統制 し,
他国がアメリカか ら経済的に独立することを阻止 し,国家的な独立は転覆 させ
ようとした。アメリカは世界の支配国家たらんと決意 した。軍需産業を増大 さ
,せ,ア メリカの輸出品を外国に買わせることで,有 効需要を作ろうとした。
イギリスの保守党 と労働党の政治は,本 質的には差はない。ロスチャイル ド
らの財閥が支えている。アメリカの民主党 と共和党 とでは,ロ ックフェラーや
モルガンらの財閥はどちらで もよいと考えているの と同じである。ただし小生
はこれ ら二大政党制を非難 していない。東洋の島国の一大政党制 よりもずっと
よい。ロスチ ャイル ドはアメリカにも進出している。
アメリカの大財閥同士は婚姻によってお互いが結び付いている。日本の財閥
もその通 りであった。財閥同士が婚姻により結び付 く。その中に高級官僚 も入
りこむ。美智子妃の結婚によって日本中の財閥は,閨 閥上急速に天皇制 と結び
つ き始めた。
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第2次 世界大戦(WW2)以後アメリカ合衆国は,イギリスのポンド圏を壊 し,
ドル通貨圏を作 った。 また,ヨ ーロッパはアメリカ政府 と国際金融機関か ら資
金を借 り,それでアメリカの輸出品を買った。アメリカは貿易黒字 を出 した。
アメリカ民間輸出業者は支払われた。
アメリカ議会 は,共 産主義の拡大 を阻止するのであれば,資 金を出すことに
賛成 した。政治的な対外援助をした。戦後イギリスは資金がなかった。アメリ
カはあ り剰る国際収支の黒字で,困 った。朝鮮戦争はアメリカの黒字減らしに
役だった。対外軍事援助 と支出が,と め どなく大きくなっていった。朝鮮戦争
以降,ア メ リカは赤字を増やしていた。ベ トナム戦争はアメリカの赤字を増や
した。アメリカの金準備は減少した。
それで金 とドルとのつなが りを断ち切 ることにした。1971年にニクソンが金
輸出を禁止 した。 アメリカは ドルを金で支払わず,国 債で外国に支払 った。つ
まり各国中央銀行は手持ちの ドルでアメリカ国債 を買った。この外国から得た
ドルでアメ リカは再び世界で戦争をした。 ドルを切 り下げてもアメリカの支配
は終 らなかった。アメリカは1968年から73年までの5年 間で500億ドルの赤字
を出 した。外国の政府は自国の輸出業者の競争力 を低下させるのを望 まず,ド
ルを買い続けた。
赤字になった場合,従 来は金利を上げ外国資金 を得ていたが,ア メリカは金
利 を上げる必要がなかった。外国政府が ドル世界通貨体制を守るために,ド ル
やアメリカ国債を買 ったからである。アメ リカの赤字はアメリカの国益 になっ
た。
アメリカの経済 を安定させるために,IMF,世界銀行,世界貿易機構 を使い,
他国の中央銀行をおどか した。アメリカが国内で売れ残 った財は外国に買わせ,
アメリカ国内で品薄の場合には買わせない。アメリカは他国の保守勢力 を温存
し,助 ける。アメリカの農業は政府の補助金に頼っている。アメリカは石油や
鉱物を低い価格で抑 えて輸入 し,農産物などの輸出品は高 くして売ることをね
らった。アメリカの農産物を日本は買っている。産油国の政府が黒字を作 ると,
アメリカは武器や国債 を買わせる。アメリカ石油業がアラブの王室にマージン
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を払 う。しか しその資金を軍需品を売 りつけることで回収 して しまう。アメリ
カの海外子会社は,ア メリカのために経済活動を行なった。アメ リカでは金利
が低いので株は高 くなって,資 金調達が,そ して設備投資が容易になった6)。
こうして今ではたった1つ の超帝国主義アメリカがあるだけだ。
1920年代 と30年代では,各 国は商品の輸出に努め,輸 入をしまい とした。 ド
ルの獲得のためである。1970年代にそれが逆転 した。各国に膨大な ドルが流れ
込んていた。アメリカ政府は無制限に ドルを消費し,ア メリカの民間企業は外
国の会社を買収 し,国民は輸出以上に輸入 した。アメリカが債権国か ら債務国
になって,世 界経済が変わった。1950年以来,ア メリカの赤字 を軍事支出が作
った。アメリカの対外貿易や投資が軍事行動に役立つようにされた。アメリカ
の余剰農産物やその他の余剰品を外国に買わせ,ア メリカが必要なものを外 国
から提供させ る。アメリカの工業は空洞化 した。
アメリカは,ヴ ェ トナム戦争中とその後 も,ラ オスに膨大な数十万 トンの爆
弾 を投 じた。 これ らによってラオス農村は破壊 され,難 民が都市 に集中した。
主にボンビーズといい,こ れは不発弾 として残った。これは人間の殺傷だけの
ための小型爆弾で,現 在でも多 くの人を事故で殺傷 している。
アメリカは自由貿易 と対外債務 ドル化を要求する。アメリカは,日 本の中央
銀行に金利をさげさせ,バ ブルを作 った。アメリカは公営企業を民営化 させ,
その株 を買 う。WW1以前は民間企業帝国主義であった。
2000年か らアメリカは貿易赤字 となった。それが増大した。そこで国債で支
払っている。
22000年からニューヨーク同時多発 「テロ」 まで
クリン トン大統領の後,2000年のアメリカ大統領選挙では,共和党のブッシ
ュ(息 子)が 民主党のゴア候補を鼻の差で破 って当選 した。
アメリカは,2001年の地球温暖化防止のための京都議定書に対 して,一 方的
6)マ イケル ・ハ ドソン 『超帝国主義国家 アメリカの内幕』徳 間書店2002年。
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に離脱を宣言 した。最大の原因国がが これを批准 しないことは,わ が ままであ
る。
3-1「 テロ」 までの前提
19世紀以来,均 等 ・中東では輸送路をめ ぐる争いがあった。当初,イ ギリス
とロシアが争った。その中心はアフガニスタンだった。20世紀初め,米 英の巨
大石油企業は石油 ビジネスを世界政治の延長 と考えた。アメリカの石油 ・天然
ガス企業は,カ ス ピ海諸国を狙った。
1998年平均の原油生産(単 位:バ ーレル/日)
世界6621万
中東2404万 つ まり38%
うちサウジ828万
イラン361万
アラブ首長国連邦228万
クエー ト
確認石油埋蔵量は,
米国220億 バ レル
北海油田120億
カスピ海諸国160-320億
うち カザフスタン
208万
アゼルバ イジヤン
トルクメニスタン
ウズベキスタン
確認天然ガス埋蔵量(単 位:
アメリカ
カスピ海諸国
カザフスタン
100-160億
40-110億
15億
10億
立 法 ブイー ト)
300兆
236-330ジ1三
88兆
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アゼ ルバ イジャ ン35兆
トルクメニス タン159兆
ウズベ キス タ ン110兆
アフガニスタンと中東周辺諸国
ブルガリア
＼ぎ'
＼し/
＼ 　コジツチ
ー'ご＼
__一 一 シ弱
アラブ首長国運邦'
フ
オマーン
『タリバーン』 より(後 出の注)
世界 で人 口の4%の 米 国が,エ ネルギー の4分 の1を 消 費 し,世 界 軍事費 の
3分 の1余 を支 出 してい る(2001年)。世 界 の軍需企 業 は契約高 で いえば,1
位 ロ ッキー ド ・マーチ ン(米),2位 ボv…イ ング(米)で あ る。
世界 の石 油 の23%を米 国が消費す る(2000年)。世界 の石油 の24.7%を米 国が,
15%を日本が輸入 して いる(1998-99年)。世界 の石油生産 量 は,2002年で6534
バー レル/日(内,OPEC2781万 バ ー レル/日)。 国別 で,サ ウジ ア ラ ビァ
世界経済お よび,『グローバル資本主義の物語』2 ヱ3
12.7%,米国9.6%,イ ラン5.7%である。採掘可能原油量は中東5力 国で
世界の63%を占める。
クリン トン政権時代から米国の石油資本は,カ スピ海やアラル海沿岸のアゼ
ルバ イジャン,ト ルクメニス タン,ウズベキスタン,カザフスタンなどの中央
アジア諸国に埋蔵されている莫大な量の石油や天然ガスを掘削搬出するという
戦略を持っていた7)。
サウジアラビアは,石 油生産が世界1で,天 然ガスも豊富である。外国人労
働者が人口の4割 を占める。イランは天然 ガスを世界の15%生産する。そして
世界第2の 天然 ガス埋蔵量がある。石油の確認埋蔵量は930億バ レルである。
天然 ガスの確認埋蔵量 は,世界でロシアが1位,イ ランが2位 である。
トルクメニスタンは,石 油 と天然ガスに恵まれた砂漠の国である。1996年に
その首都アシガバー トに大型の新国際空港が完成 した。しかし客はこなかった。
ここはアフガニスタンの隣i国で大規模エネルギーがある。その大統領はニヤゾ
フで,個 人崇拝をさせている,そ して中立政策をとった。
中央アジア諸国は,ロシアに向けて道路 ・鉄道 ・パイプラインを作 ってきた。
カスピ海諸国は,ソ 連に石油の半分,天 然ガスのほとんどを輸出していた。 し
かしロシアが,ソ 連崩壊後に経済がガタガタにな り,これ ら諸国は南 ・西 ・東
にパイプラインを作 る必要がでてきた。石油を売って外貨を稼 ぐ必要がある。
中央アジア諸国はロシアへの依存を減 らしたいので,南 方に石油 ・ガスのパイ
プラインを引きたい。アフガニスタンには友好的政権がで きてもらいたい。
1998年,エリッイン(ロ シア大統領)は,「西側諸国がカスピ海地域の資源
をねらって,う るさく立ち回るのを,た だ眺めているわけにはゆかない」と言
った。破産したロシァは,中 央アジアに支配権を握 りつづけようとしている。
アメリカはロシアを通らないパイプラインを計画 し,この地域 に入 り込もうと
した。中央アジア諸国と石油会社は,南 アジア向けにパイプライン計画を進め
たかった。アフガニスタンの内戦の終結だけが望 まれた。
7)青 山真一 「エ ネルギー権益か らみたアフガン戦争」(『世界』705)p.130。
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バクーはアゼルバイジャンにある。アゼルバイジャンの石油開発を独 占して
いる 「アゼルバ イジャン国際操業会社AIOC」 は,世 界の石油会社10社以上
で作 られている。
ウズベキスタンの大統領カリモフは,イ スラム過激派を弾圧する。その独裁
政治の もとに,外 国企業との合弁 を進めた。ロシアと中国がそれを助けた。ウ
ズベキスタンは中央アジアで最強の国である。米国企業はウズベキスタンの鉱
物資源に着 目し,貿易が急速に伸びた。
中東では,ア ラブは22力国であり,非 アラブは,ア フガニス タン,イ ラン,
トルコ,イスラエルである。
米国は,ウ ズベキスタン,ト ルクメニスタン,ア ゼルバ イジャンの側にたっ
た。1991-95年,米は,カ ゼフスタンとキルギスを,そ の 自由化のために支援
した。ロシアは,カ ザフスタン,キ ルギス,タ ジキス タンに支配力をもった。
ロシアはアメ リカを中央アジアか ら締め出 したい。中国は,新 グル,ウ イグル
自治区のイスラム原理主義過激派に血の弾圧を加えて きた。弾圧された側はビ
ンラディンと連絡をとった。
1995年初,米 国大手石油会社は,カ スピ海地域の権益を広げようと国内にグ
ループを作った。そして政治家 を雇った。政府は,こ の件で省庁間の政府委員
会 を設けた。カザフスタンとトルクメニスタンに石油利権をもつアメリカの石
油会社は,シ ェプロンとモービルである。1997年1月,トルクメニスタンは米
国巨大石油企業モービル,英 のモニュメントと調印した。1997年12月,トルク
メニスタンとイランの間の天然ガス ・パイプラインが完成 した。 トルクメニス
タンからアフガニスタン経由でパキスタンに至る天然ガス ・パイプラインを,
米のユノカル石油会社が考え,ア ルゼンチ ンの石油企業プ リダスと競争 した。
その会長は,トルクメニスタンで1992年と93年に2つ の地区の開発権を入手 し,
同社のガス油田を,パ キスタン,イ ンドに接続 しようとした。会長 は,ト ルク
メニスタンか らアフガニスタンを経由してパキスタンへ抜けるガス ・パイプラ
インを計画 した。 トルクメニスタンの2つ の地区か らガスが出た。プリダス社
は,米 のユノカル石油会社(米 で12番目に大 きい)ら と組むことになった。ユ
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ノカル社の顧問はかのキッシンジャーである。ユノカル社 とプリダス社が争っ
た。クリントン政権はもちろんユノカル社 に肩入れした。プット首相(パ キス
タン)は プリダス社 を支援 した。 タリバーン(イ スラム神学生の意)(アフガ
ニスタン)政権は,ユ ノカル,プ リダスと同時に交渉した。プリダス社は敗れ
ることになる。だがアフガニスタンの内戦でパイプライ ンは実現で きなくなっ
た。
かつてイラン革命でホメイニ師が政権の座 につ き,反 アメリカとなった。ア
メリカはこれにイラクをけしかけて,イ ラン ・イラク戦争が起 きた。これは休
戦 した。その後,ア メリカはイラクを軍事国家にした。そのためイラクは財政
赤字となり,それを解決するためにクエー トを侵攻 した。クエー トはアメリカ
の属国であり,ア メリカはそこから石油 と石油利権を得ている。アメリカはイ
ラクを攻撃せ ざるをえない。これが湾岸戦争になってしまった。こうしてアメ
リカは,イ ランとイラクとを反米国家にして しまった。イランでは1997年にハ
タミ大統領が選ばれ,西 側に向けて少 し窓を開いた。
アフガニスタンの歴史はこうである。1973年クーデタでアフガンのザモル ・
シャーが亡命 した。1978年ダウ ド政権が倒れ る。1979年ソ連が侵攻 した。
1980-92年アメリカはムジャヒディンを支援 した。過激派を増大させたのは,
クリン トン政権であった。CIA(アメリカ中央情報局)ら は,急進的イスラム
諸政党を支援 して しまった。アメリカは当初タリバーンに批判的ではなかった。
タリバー ンがカブールを選挙 したころ,米 はタリバーンに好意 を持っていた。
タリバーンがビンラディンに隠れ家 を与えたので,米 国のタリバーン政策が転
換 した。特にタリバーンの女性 ・婦人問題で,タリバーン支援から全面否定へ,
転換 した。米のアフガン政策は一定しなかった。アフガニスタンの政権は,タ
ラキ → アミン→ カルマルへ と代わった。ソ連軍に対 し,ム ジャヒディンが勢
力をもった。1989年にソ連が撤退 した。ナジブラ大統領の政権ができた。1992
年にムジャヒディンがナジブラ政権 を打倒 し,カ ブールを占領 した。ラバニと
マスー ドがそれを率いた。内戦がは じまった。1994年タリバーンがカンダハル
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を征服 し,そ の後,1996年にカブールを占領 した。オマルはタリバーンの宗教
的指導者である。アフガニスタンの90%はス ンニー派だった。アフガニスタン
は生アヘンを生産する。それを精製 してヘロインになる。 タリバーンは初めそ
れを禁止 したが,す ぐ承認 した。カブールか ら,テ ロと麻薬 とイスラム原理主
義が流れてきた。
アフガニスタンのタリバーン政権が反アメリカになった。 こうしてイラク,
イランとを加 えたこの反米三国の成立のために,パ イプラインが引けないので
あった。これでは トルクメニスタンの石油 ・天然ガスをパキスタン経由で入手
するわけにはゆかなくなった。そこでアフガニスタン政権が倒れるのを,ア メ
リカは待った。いや,倒 そうとした。
3--2ニ ューヨーク同時多発 「テロ」
ニューヨーク同時多発 「テロ」が,こ の時幸便にも起 きた。2001年9月11日
であった。事件の2日 後,犯 人たちが確認された。これほど早 く分かるとは不
思議であ り,連邦警察は事件以前にすでに容疑者を知っていた。犯人の指導者
はウサマ ・ビンラディンだとされた。これは証明はつかない。アメリカは彼 を
捕まえると宣言 した。
ロシアのプーチン大統領 は,米軍機のロシア領通過を認めた。米軍はウズベ
キス タン,タ ジキスタンを基地化できるようになった。カザフス タンも遅れて
加わった。プーチンはこれを機会にチェチェンのイスラム武装勢力 を叩こうと
した。
パキスタンは,ア フガニスタンのタリバー ン勢力の後ろ楯で,軍 事援助をし
て きて,密 接な関係を保 ってきた。タリバー ン勢力はイスラム原理主義8)者ビ
ンラディンをか くまっていた。彼はタリバー ンに巨額の軍資金や武器 ・兵力を
与 えていた。パキスタンのムシャラフ大統領は,米 国とその大統領に対 して,
8)イ スラム原理主義は,シ ャリ 一ー・ア=イ スラム法の即時全面適用 を求める,イ スラ
ム教復古主義運動。
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テロ対策面で強力 を惜 しまない,と 述べた。その後,ビ ンラディンが もし犯人
だ としても,イスラム法廷に出し,アメリカへ譲 り渡すことを事実上拒否した。
パキスタンの外相サ ッタルは,15日,「国連安保理の決議に従 い,国 際テロと
戦う国際社会を全面的に支援する」と述べた。パキスタンはアメリカとタリバー
ンの間で矛盾 した立場 にあった。国内では反米感情がみなぎっていた。 またヤ
ミ経済 とマフィア経済がひどい。
アフガニスタンの首都カブールか ら外国人が避難しはじめた。
アラブ首長国連邦,パ キスタン,サ ウジアラビアは,タ リバー ン勢力 を承認
していた。サウジアラビアは1980-90年にかけて,ム ジャヒディン(聖戦 をす
るイスラム兵士,の 意)に40億ドルの公式援助をした。
イスラム教の主流はスンニー派であ り9),イランはシーア派であ り,95%が
シーア派である。1501年にイランはシーア派国家に変わった。イランは,ソ 連
崩壊後,ロ シア,中 央アジアと密になった。イランでは反米スローガンが消え
た。イランは,イ ランの領空の使用を認めない,と 声明 した。ロシアの参謀総
長は,米軍 との共同作戦はないと,述べた。
イスラムの人々は,イ スラエルとアメリカが一体 と見て,そ のイスラエルが
イスラム教のパ レスチナを攻撃 していると見る。
テロ事件後,元 国王と北部同盟幹部の会議を米が斡旋 した。2001年11月13日
アフガンの北部同盟がカブールを制圧 した。
タジキスタンは,北 部同盟を支援 した。中国 とロシアと共に,イ スラム原理
主義過激派 と戦ってきた。これをアメリカが戦って くれればあ りがたいと,ウ
ズベキス タン,タ ジキスタンが米軍に基地を提供 した。イランが反米から代 わ
ってきた。ただ し 「テロとの闘いは国連の支援の下で行うべ き」と。中東が代
9)ス ンニー派 一 イスラムの90%。正統派。マホメットが新たなスンナ(社 会慣習)
を作 った。それに従 う。
シーア派 一 マホメッ トの従兄弟で女婿のアリーの廻 りに集 まった宗派。イラン
に多い。
ワッハーブ派 一 サウジアラビアの国教。ス ンニ派の原理主義派。
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わってきた。インド対パキスタンが,対 決を対アフガンにした。イスラムとイ
スラム原理主義 とイスラム原理主義過激派 とは違う。最後者は,イ スラム原理
主義を徹底化 しようとし,これに反対する10)。
3-3結 論
9月11日事件について次の評論が出た。
「抑圧や貧困など第三世界の苦境を放置 したままテロ対策で抑え込 もうとす
れば,逆 に多 くの人をビン ・ラディン氏の 「帝国」に追い込むことになりかね
ない。」(9月14日,朝刊)
「グローバル化で自分の価値観を押 し付 けるような経済侵略性などが,反抗
を誘発 した……」
1990年代に入 り,世界経済の一極集中が加速 した。米校が有利にたつ情報技
術 と金融取引が,世 界経済の基本的枠組みを作った。アメリカは世界1の 借金
国であり,同時に世界 に ドルを出 し,循環させた。2000年に西欧 と日本か らア
メリカに流れ込んだ直接投資と証券投資は,6千 億 ドルを越えた。 これがIT
産業の資金需要に応 じた。 日本はバブルの処理に追われ,欧 州ウィーン連合は
統合を優先 させた。アメリカ的世界市場経済が地球 をおおった。IT化で瞬時
に巨額の資金の移動ができるようになった。1日 の外為取引で1兆6千 億 ドル
が動 く。年間8兆3千 億 ドルの短期資金が1997年,1998年に,ア ジアや南米な
どの国を,通 過危機,財 政危機 にお としいれた。米校の ドル支配への不満が途
上国に積 もった。米国のグローバル ・システムに代わるものがないので,米 国
への敵対が生 じる。
かつて西側社会に反発 した人たちは,社 会主義に活路を見出 した。だが社会
主義が消え,絶 望感 をもった人々がイスラム原理主義に行 き着いた。
アメリカを基準 とした市場偏重のグローバリズムは,途 上国の地域経済や生
10)宮崎正広 『テロリズムと世界宗教戦争』徳間書店;ラ ンドー 『オサマ ・ビンラデ ィ
ン』竹書房;ラ シッド 『タリバー ン』講談社2001年。
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活 に破壊的影響をおよぼして きた。現代世界に広がる反米感情の源泉である。
イラクのフセイン大統領は,こ んどの結果を 「邪悪 な政策の結果である」 と
述べた。
ウオーラーステインは語った。「米国金融街がテロの対象 となったのは,グ
ローバル化 した先進国の市場経済や多国籍企業などが,途 上国から搾取 した富
の象徴 とみられているからだ。途上国の一部には独裁や貧富の格差拡大で不満
がたかまり,米国に対する反感が高まっている。この傾向はサ ッチャーや米 レー
ガン政権などがグローバルな市場経済原理 を徹底 しようとした80年代に加速。
米国は90年代に資本や人材が一一ts集中 して 「一人勝ち」状態にな り,世界の貧
富の差は広がった。
共産主義が崩れ市場経済システムの対立軸がなくなったことが,一 部の途上
国の不満に拍車をかけている。世界経済は70年代から長期的な停滞期に入って
お り,企業や先進国が市場主義で乗 り切ろうとす るほど対抗勢力が増 している。
その現れがNGO(非 政府組織)を 中心 とした 「反グローバ リゼーション」
のうね りで,今 回のテロ攻撃 もその一端だ。今後20年ほどは市場経済に対する
怒 りや不満,無 力感が顕著になり,混乱や事件,社 会的不安がさらに増強 され
るだろう。
今 は歴史の大 きな転換点だ。400年以上続いた資本主義システムが危機にひ
んしている。市場経済は世界の富 をごく一部の国に移 し,世界が同様に成長で
きない。貧 しい国は貧 しいまま,と い4う考えが不満 を募 らせる。20-50年もす
れば明るい展望に満ちた新たなシステムが創生されるだろうが,道 の りは険し
い。」(『朝 日』9・16)
テロルは悪いが,報 復戦争はもっと悪い。本当の政策は,政 治家や外交官が
きめるのではな く,秘密主義の石油企業や各国の情報機関が動かしている。 ア
フガニスタン戦争の理由は,ビ ンラディンを捕まえることが 目的ではなく,ア
フガニスタンの北にある石油 ・天然ガスの確保である。利権を得,石 油 ・天然
ガス を安心 して入手 したい。ウサマ ・ビンラディンが捕まらな くてもよいのだ。
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反米タリバーン政権 を倒 し,親米政権を樹てることが目的であった。
以上の話 を,広瀬隆氏は疑問視 している。(『世界石油戦争』NHK出版2002
年)し か し同氏の著書では具体的にそれらに対する反論証拠はない。なお小生
は,あ る講演で11)この論旨を述べ たことがある,こ の問題 については論文が
でた。(青山貞一 「エネルギー権益か らみたアフガン戦争」 『世界』岩波書店
2002年9月号)
同時多発テロ後のアフガニス タン攻撃 と対テロ戦争拡大で,米 国の軍需産業
は膨大な利益 をえている。 日本では土木建設業が最大の公共事業だが,米 ・英
では軍需産業が最大の公共事業 となっている。
3-4戦 争
アフガニス タンのタリバー ン政権のザイーフ駐パキスタン大使は,ビ ンラデ
ィンの関与を否定した。
ブッシュ米 ・大統領は報復 を言明した。9月12日,このテロを 「戦争行為」
だと非難した。同日,国連安保理 もテロ非難を決議 した。ジョンソン時代の後,
戦争の決議は議会に与えられた。ブッシュはこれを握ろうとした。アメリカは
戦争準備 を決議 した。ブッシュはナイーブだか らす ぐ戦争をするだろうという,
予測が出た。ブッシュは14日,議会に武力容認決議を求め,上 下両院で採択 さ
れた。議会では民主党 ・下院 バーバ ラー ・リー議員だけが1人,こ の決議に
反対した。ブッシュはワシントン大聖堂での追悼式典で 「世界か ら悪 を撲滅す
る」と述べ,何 も分かっていないことを示 した。アメリカ国民は戦争 を望んで
いるので,ブ ッシュは戦争をやめ られない。一方,遺 族の一部は,息 子 は戦争
を望んでいないはずだ,と 述べた。
アメリカは 「パール ・ハーバー」以来のショックを受けたし,そ れ以上だっ
た。パール ・ハーバー事件は心理的なものだった。また 「やらせ」でもあった
11)「新 しい戦争の背景」小樽 グラン ド・ホテル 小樽ロー タリー ・クラブ南,11月
30日。
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し,地理的には遠かった。ハワイはアメリカの中心ではない。アメリカは,こ
のパール ・ハーバー事件を除き,外 国勢力 に攻撃 されたことがなかった。それ
がアメリカのどまん中で起 きたのだった。
米当局が2人 が,イ スラム原理主義指導者ウサマ ・ビンラディンに関与する
グループであるとしたAP電 が,日 本時間9月12日に出た。13日,パウエル国
防長官は,ビ ンラディンが首謀だとしぼ りこんでいると,認 めた。 もっともビ
ンラディン氏が犯行 を指導 したのか,証 拠が必要である。アメリカ政府 と軍部
が証拠を示 さず断定 しているだけだった。15日,ブッシュ大統領は,ウ サマ ・
ビンラディンが 「最重要容疑者」だと言明 した。翌 日,同氏は関与を否定 した。
米株価が急落 し,証券取引所が4日 間市場を閉めた。だが17日に下落がとま
った。 ヨーロッパでもドルが急落 した。日本の東証で も1万円割れで,17年ぶ
りとなった。世界不況の可能性が出てきた。「テロリス ト」は金融パニックを
ねらった。コンピューター網が壊 された。テロで金融不況,株式下落が進んだ。
事件前に,金 融不況が起 きていた。不況なので,こ れを克服するには国家的大
プロジェク トか戦争 しかない。
イラクは歓迎のテレビ放送をし,パ レスチナ自治区ではテロを祝 う姿も見 ら
れた。北朝鮮は 「反テロ宣言」に消極的である。14日,パレスチナのイスラム
原理主義ハマスが,タ リバーンに連帯 を表明した。
NATO理事会は,9月12日,同時テロが外国からの武力攻撃だったとしたら,
設立条約第5条 集団自衛権 を発動すると,決めた。その後10月2日,
NATOが集団自衛権発動を決定した。イギリスはアメリカと共同歩調を とる
と約束 した。 日本の小泉首相 は,米 国とともに戦うと,述べた。自民党幹事長
は9月13日,自衛隊が米軍基地を警備で きるよう,自衛隊法を改正 したい と,
述べた。与党3党 も検討することで一致 した。19日,小泉首相は米軍の後方支
援をすると発表 したが,こ れは議会で出されなかった。
9月29日,タリバーン政権の評議会がビンラディンの出国を勧告 し,ブ ッシ
ュ大統領が議会演説で同氏の引渡 しを要求 した。9月21日,タリバーン側が引
渡 しを拒否 した。22日,ブッシュはイン ドとパキスタンへの経済制裁解除を決
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定した。24日,米国はテロ組織の国内資産凍結を発表した。9月25日,日米首
脳会議が開かれた。
10月8日,米英はアフガニス タン攻撃を始めた。ブッシュは民主主義 と平和
が勝つ と言って,戦 争 をした。「平和」 といって戦争をす るとは皮肉である。
EUもNATOに 追随した。ロシアは表面的には反テロで米 と一致 した。中国は,
裏ではテロリス トと支援国家に武器 を輸出していた。 タリバーン政権 は倒れ,
親アメリカのカルザイが大統領になった。その後アメリカがビンラディンを捕
まえることに熱心ではない。彼を捕 まえることではなく,反米アフガニスタン
政権を倒すこと,そ して石油 と天然ガスを北からもってくることが重要だった
ので,仕 方がない。ハ ンチ ントン 『文明の衝突』(集英社)の 言 うように,イ
スラム教対キリス ト教の衝突ではない。
米中会談がなされ,テ ロに共同で対すると声明した。 しかし中国はアメ リカ
の軍事行動 には疑問であると,釘 をさせた。インドネシァは軍事行動に抗議 し
た。上海でAPEC首脳会談が行なわれた。日本では自衛隊法が改正された。
この聞,ア メリカで炭そ菌テロが発生 した。郵便 による菌の郵送で,10月19
日までで8人 が感染 した。犯人はわか らなかった。だが軍の研究所の関連者で
ある。
以上,こ の事件を人はテロというので,本 稿で もテロと表現 したが,正 確 に
はテロでなく攻撃 と言 うべ きものである。
アフガニスタン戦争によって,ア メリカは,同 国に親米派のカルザイ政権 を
たてた。こうして石油 と天然ガスのパイプライ ンは作 られはじめるだろう。
4事 件以後
4-・1エ ンロン事件
エンロンが2001年12月に倒産 した。全米7位 の会社で,テ キサス州ヒュース
トンにあるエネルギー総合企業,電 力卸売会社であった。市場化の中での新 ビ
ジネスであった。 これは史上最大の経営破綻であった。2兆 円の負債 を抱え,
簿外負債は6兆 円とされ,2万 人が失職 した。 これは21世紀型グローバル企業
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と言われていた。経営者が不正を行い,不 正経理がされ,そ のチェックができ
なかったのであった。
エンロンは1985年創立で,急成長した。電力とガスの卸売で利鞘 を稼ぎ,2000
年には13兆円を売 り上げた。1992年にエネルギー政策法がで きた。電力卸売が
解禁された。そこでエ ンロンはガス配給か ら電力へ向かった。そして5分 の1
のシェアを得た。その間積極的に政治家に働 きかけて,規 制緩和 を求めた。金
融工学を駆使 し,先物取引を行ない,エネルギー金融商品を売った。エネルギー
は価格の上下が激 しいからである。その後,あ らゆる商品に向い,世 界に向か
った。2000以上の商品を扱 った。それをオン ・ラインで行 ない,一 時は日本参
入をも計画 した。
エ ンロンは,金 融も緩和 されたので,す べてを投機の対象にした。アメリカ
は軍事産業が中心だった。 これが電力の市場化 をきっかけに,マ ネーゲーム化
した。世はギャンブル資本主義となっていた。冷戦後世界中がマネーゲーム化
していた。カネの取引が増大した。エンロンは,共 和党へ2億 円の政治資金を
与え,つ いで民主党にも出した。ブッシュ(息子)の 選挙資金の最大パ トロン
だった。コーポレー ト・ガヴァナ ンスが注 目されている中でアメリカのモデル
になった。社外取締 りなども作 った。
エ ンロンの破産で,401k(確定拠出年金)の 人々は損 をした。同社員 は自
社株 を買わされていたので,失 業だけでなく,老後も失った。一方,経 営者は
株 を売 り抜けて儲け,逃 げた。アメリカでは経営の透明性が確保できると信 じ
られていたが,で きなかった。エンロンは巨額の損失を隠ぺい した。エンロン
は投資会社 を作った。それが特別目的会社 を作った。利益だけがエ ンロンに入
り,損失は特別 目的会社に負わせた。これをタックス ・ヘブン地域で,保 全 し
た。エ ンロンは発電所 などを捨てた。エンロンは財務 を偽装 した。アンダーセ
ン会計監査法人が疑惑 に荷担 した。
4-2そ の 後
2002年からユーロ通貨が使用 され始めた。半導体生産が20世紀末に日本が ト
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ップだったが,ア メリカ,韓 国が日本を追越 し,それを中国が追い越そうとし
ている。多大な外国資本が中国に投資されている。
アメリカで1962年創立のスーパー ・マーケ ット,ウオル ・マー ト(WalMart)
は,大 量仕入れ,安 売 りで,急 成長 し,世 界1の 会社,流 通企業 となった。
ITを駆使 して経営を し,2002年にはアメリカで4400店をもつ。 同社は市民生
活にはな くてはならない ものになった。ウオル ・マー トに進出された都会や地
域では,他 のスーパー ・マーケッ トや小売店 ・商店が,競 争に負 けて倒産 して
いる。 このウオル ・マー トは2002年,日本に進出を決めた。
アメリカのワール ド・コムが2002年に破綻 した。破産会社 としては資産が史
上最大 であった。4.7兆円の負債であった。1990年からIT革命に乗って成長
した会社で,光 ファイバーによる通信事業 を行なっていた。経営の水増 しと不
正経理を行なった。
中国は2002年9月,世界貿易機関(WTO)に 加盟 した。約12億人の人口の
世界最大の市場が入ったのだ。台湾も続いて加盟 した。
イギ リスの野党,保 守党党首に反ユーロのダンカンス ミスが決まった。2002
年のフランス大統領選挙で,極 右候補が決戦投票に残 った。オランダでは同年
極右党首が街路で暗殺 された。共 に移民問題が値 となってお り,両者は外国移
民排撃を掲げていた。
2002年2月29日米ブッシュ大統領の一般教書で,イ ラク,イ ラン,北 朝鮮
を,「悪の枢軸」 と呼んだ。2002年9月にブッシュ ・ドク トリンで,ア メリカ
は単独攻撃を辞さない,どの国もアメリカに追い付 くことを許 さない,とした。
アメ リカはイラクを攻撃 したい。イラクの石油が欲 しいか らだ。イラクは核
問題の査察を受け入れると言明しているのだが。北朝鮮 は,イ ラクよりも核問
題ではアメリカはヨリ怒るはずである。北朝鮮 は核を持 っていると言明したの
だった。それならアメリカはまず北朝鮮 を攻撃するのが順序 というものである。
しかし北朝鮮 に攻撃するつ もりはまだ少ない。イラクよりも石油が少ないから
である。
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『グローバル資本主義の物語』補2
5『 グローバル資本主義の物語』について 紹介
5-1私 の発言から
5-1-1熊 本の研究会
かつて都留重人が,日 本の経済学者は,経 済学者ではなく,経済学学者であ
ると書いた。経済の学者でなく,経済 「学」を学んでいる,という意味である。
私は,経 済思想史家なので,経 済学を学んでいてもよいわけであるが,そ れで
もここで経済を書 こうとした。内田義彦が,『作品 としての社会科学』を書い
たが,そ の意味での作品をここで書いた。
以上,2001年3月の熊本の研究会においての私の発言である。
補足)経 済学史家 として小生は,そ の点では経済学学者にあたる。それで
経済学を書いて見た。ただし経済学史家として,経 済学者 とは違ったユニーク
さを出す必要があった。また,一 人の経済学史家は,も ちろん経済学者でもあ
るので,自 分の資本主義論 を持っている必要がある。またそれを表現 してお く
ことは必要で もある。その本は,一 つの作品(内 田義彦の言う)と なるべきで
ある。つま り一つの完結 したものである。本書 は,私の一種の全体認識であり,
いわば個人的見解である。研究者 としての私が今後研究するのは,こ れの一部
分が研究 されることになる。これは一般向け書である。だが,単 に通俗化 した
ものでもない。学術的議論を犠牲にして効果を求めた。さて研究書は一般向け
ではない。また上記の 「作品」で もない。これは啓蒙書である。ただし教科書
ではない。戦争 とは何故起 きるかなどを描いたものである。
本書では,遠 近法が とられている。現代が詳 しい。学生 も社会人 も現代によ
り多 くの関心があるか らである。
ここでは大経済学者は,ボ ブソンを除き3人 しか登場 しない。スミス,マ ル
クス,ケ インズである。数十年後に多 くの経済学者が人気 を失うだろうか らで
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ある。
本書 は,資本主義研究会(北 海道)で の2回 にわたる報告の具体化である。
5-1-2経 済学史学会北海道部会
2001年5月26日,経済学史学会北海道支部で報告 し,その提出記録は次であ
る。
『グローバル資本主義の物語』
本書 『グローバル資本主義の物語』(NHKブックス)で,次のことを入れた。
資本主義の覇権国が変遷 した。イタリア,ス ペ イン ・ポル トガル,オ ランダ,
イギ リス,ア メリカと替わった。20世紀の超巨大資本は,ロ スチャイル ド,ロ
ックフェラー,モルガンのグループである。資本主義は本来グローバルである。
その初めは十字軍の時代か ら発生 した。強国の自由経済主義と,そ れに対応す
る保護主義が対立 してきた。常 に自由競争経済 とブロック経済がある。19世紀
から工業生産的労働者が初めは増大 したが,生 産性の発展により生産的労働者
の比率が先進国で減少 した。その上,第 三世界に生産が移譲 された。先進国と
従属国の相対的差異は,グ ルーバル資本主義によって増大する。相対的に,富
める国は富み,貧 しい国は貧 しくなる。
加 えて論 じたのは,次 である。
本書は,『ハプスブルク歴史物語』 『ウィーンの森の物語』(以上,NHKブ ッ
クス)の3部 作の最後である。
ITおよびコンピューター革命について。
研究書 と作品とにわければ,こ れは作品である。
経済学 と経済学学 との都留発言の問題では,本 書は経済学学ではない。
多 くの質問と議論の中で,答 えた事の一部は次である。ホブソンを選んだ理
由は何か。物語性 とは何か。真の社会主義 とは何か。国際金融資本の両義性に
ついて。発展途上国とは何か。グルーバルとは何か。先進国労働運動の意味に
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ついて。諸国の経済的結びつ きについて,特 にEUの 今後はどうか。外国人労
働者の受け入れか,排 除かの問題。アジア経済圏の成立の可能性 について。こ
れらについて答えた。なお,民 主主義史の問題は別稿で扱う,と した。それを
『緑丘』90号で扱った。
5-2そ の 後
「『グローバ ル資本主義 の物 語』 について」 を,『商学 討究』 第51巻第1号 に
出 した。
本 書発 刊後,内 田 博 氏が書 評 「資本 主義 の暴 力 性 倉 田 稔 の新 書」
(『商学 討究』 第51巻第4号)を して くだ さった。 内 田氏 は,私 の リプ ライ を
要 望 してお られた。 そ こで リプラ イのすべ てで はないが,「近世 か ら現 代へ 世
界 の政治 ・経 済 ・社会 の変遷」(『緑丘』90号,創立90周年特 集,東 京 ・緑丘会)
と,「20世紀マ ルクス主義 散見」(『マル クス ・エ ンゲルス ・マ ルクス主
義研 究』38号)の 中で,書 いて お いた。 ポ ス ト ・マ ル クス研 で は,星 野 中
氏 が2001年3月28日,熊本 で,書 評 を して下 さった。なお,イ ンターネ ッ トで,
西 川 尚武 氏 が書 評 を して い る。http://www.eva.hi-ho.ne.jp/nishikawasan
/an1/sekairon.hym
6ユ ダヤ資本主義陰謀説について(続)
小生は,本書でユダヤ資本主義陰謀説を採用 していない。それになお,小 生
はその論者ではない。ユダヤ人財閥は,実 に根本では,ユ ダヤ人として行動す
るのではなく,財 閥として行動す る。またそうしないではいられない。小生は
そう認識する。財閥としてあり続けるには,そ んなに簡単ではな く,また甘 く
はない。
部分的には,ユ ダヤ財閥は,イ スラエルについては少 し違 うことは事実であ
る。イスラエル国家成立のさいに,ロ スチャイル ドは援助 した。またアメリカ
のユ ダヤ資本家たちは,ア メリカの政治では選挙資金 を提供するので,ア メリ
カの政治家たちは,ユ ダヤ人に対立で きない し,イスラエル問題ではイスラエ
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ル側にたつ。アメリカにユダヤ人は2.4%いる。
最後に,小 生の本の構造から,私がユダヤ陰謀説に立っていないことを示 し
て置きたい。ヨーロッパではロスチャイル ド財閥は強力である。私はまたそう
述べている。そこで慌て者は,私 がユダヤ陰謀説に立つ と見る。 しか し私 は,
世界経済がアメ リカによって動かされると語 ってお り,そ れ らはロックフェ
ラー財閥とモルガン財閥だと云っている。そ して両者はユダヤではない。だか
ら私はユダヤ人陰謀説 に立っているわけはないのである。
7グ ローバ リズム と覇権
グローバル資本主義が,イ タリア,ス ペイン ・ポル トガル,オ ランダ,イ ギ
リス,ア メリカと中心国を移 してきていると,私 は述べた。そこで重要なこと
は,覇 権である。その時代の中心国は自分のや り方を世界に押 し付ける。つま
り覇権 を握る。その国のや り方 をスタンダー ド=基準とするのである。 この認
識が一番大切である。
81T革 命
IT(情報技術)の 革命は,1980年ころか ら始ま り,そ れはコンピュー ター
で行なわれる。そのコンピューター革命は,産 業革命 に匹敵する。現代の産業
革命が導入されたのである。コンピューターの導入によって合理化,労 働力の
節約が行なわれた。こうしてITは,生 産性の向上 となった。
IT革命 は1980年代のアメリカでまず始まった。 日本では90年代である。 コ
ンピューター産業が登場 し,そ こに多量の労働力 と資本が投入 された。アメリ
カはIT投資が最大で,1998年に3881億ドルであった。世界最大の自動車企業
であるGMが,IT化 を始めた。
コンピューターは,様 々な次元,業 界で用い られる。まず産業面では,ロ ボ
ット,機械の一部 として使 われる。工場の機械 に,つ まり生産過程にセットさ
れる。製品にも組み入れられる。家庭電化製品,自 動車など,あ らゆる分野で
ある。つまり生産手段にも消費手段 にも適用 される。 こうして工業技術の革命
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が行われた。これ らは生産性 を直接あげ,生 産力 を増大させた。一方で技術を
多様化 し,多方面での利用に貢献 した。これは本来,宇 宙産業,軍 事産業の成
果であった。これ らを利用 して,企 業は直接に利潤 を増大 させ る。
これ らは商業面でも適用された。コンピューターによる高度で複雑な計算 ・
記録 ・簿記 ・会計業務 は,企 業や商店で利用される。また特徴的であるのは,
販売 ・購買においてである。広汎な情報 を利用 し,世界的規模で商業が展開す
る。販路が変化 し,多様化する。販路の変化 により,競争の形態も変わった。
日本の特殊の 「経済の二重構造」も急速 に変化するだろう。親会社が世界か ら
インターネットで部品を調達すると,下 請け会社 と大企業 との関係が変わる。
下請けは系列だけで生 きて行けな くなる。親会社からの注文が,バ ブル崩壊 に
よって減っているが,IT化によってさらに減る。 こうして中小 ・下請け企業
は編成替えがされる。一方で,大 企業からの依存 ・従属関係 も変化する。
インターネッ トではまた宣伝が行なわれる。インターネットで世界の情報が
す ぐ入手できるようになった。取引市場のインターネ ット化が始まった。商品
の仕入れが簡素化 された。生産工程が コンピューター化された。そのため,時
間とコス トが削減 された。生産時間の短縮,小 量 ・多様の部品の生産が求め ら
れ,ス ピー ドと効率が早まった。コンピューターとインターネットにより,距
離と時間が一遍に縮 まった。消費者のニーズに合った生産が行 なわれるように
なった。効率的なモノ作 りができるようになった。部品の調達か ら生産までが
変わった。コンビニエンス ・ス トアーやチェーン店が,コ ンピューターで在庫
調整をしている。1999年に日本で,コ ンピューターの売上げが,テ レビの売上
げを超えた。これ らを,携帯電話,フ ァックスの登場で補っている。
営業活動が変わった。営業マンが少 ししかいらな くなった。株式や買物が コ
ンピューター ・インターネットで売買 されようとしている。一方で,計算業務,
会計業務,書 類業務,貨 幣取扱業務の多 くの労働が,不 必要 となった。
コンピューターは金融業務 にも用いられる。複雑な計算により,投資が容易
になる。情報は世界か ら集められ,高 度な分析に供される。世界での投資 も様
変わ りする。金融状況の把握 と予測は速 くなった。資本 ・資金の貸借,決 済=
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支払いがコンピュー ターで素早 く行なわれる。
コンピューターによる直接 の利潤増大についで,間 接的な利潤増大がある,
それらは労働力の節約である,省力化である。商業会社ではセールスマ ンがそ
れだけ要らなくなる。一般企業でも概 して中間管理職が不要になる。民間企業
では,これらによって利潤が増大する。それ以外で も,学校,役所,図書館で,
情報の伝達 と保存はITによっている。
日常生活で も,通信 ・通話が変わり,特に携帯電話の普及がそれを加速 した。
これらの変化から,よく言われる脱工業(産業)化社会への転換が促された。
ただしこれは 「脱」工業化ではない。この言葉は誤解される。工業 ・産業のあ
り方が変わるのであ り,産業 ・工業が変わるのではない12)。
9マ ニュファクチャー
歴史的時代 としてのマニュファクチャーは,重 商主義時代の最後にあ り,こ
れが発展することで,資 本主義の確立,産 業革命の開始を用意するとされてい
る。 しかし,グ ローバル資本主義の観点か ら言って,こ のマニュファクチャー
は国際貿易を前提 とす る。実際には国際貿易 を行な うようなマニュファクチ
ャーでないと,産 業革命が充分行なわれない。明治維新前の日本の幕末のマユ
ファクチャーは,あ ったこととされるが,充 分発展 したものではない。したが
って 日本のブルジョアジーも強力ではなかった。
10日 本の帝国主義的侵出
日清戦争 によって,日 本は帝国主義的侵出をしたのだが,こ れに対 して,ま
だこの時代 は日本国内で独占資本主義が確立 されていないので,近 代帝国主義
的侵出ではない とする考えがある。これも謬論である。すでに明かにしたよう
に,独 占資本主義以前で もどの資本主義国も帝国主義的対外政策をとるし,と
12)北海道経済学史研究会で,本 書が取 り上げ られ,そ の際,IT革 命 との関連が書
かれていないという批判がでたので,こ こで補った。コンピュー ターにより金融
技術が変革され,そ れが現代グローバル資本主義の特徴 となっている。
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れる。いわゆる自由主義的段階の資本主義は,エピソー ドにす ぎないのである。
自由主義的資本主義の段階というのは,ど の国も殆 ど通過 していない。資本主
義はどんなものであれ,帝 国主義的侵出ができる。
11本 書で言おうとしたこと
1.自由市場対保護市場の対立を描いた。後者は,ハ プスブルク,ブ ロック
経済,EU,社会主義圏である。
2.自由貿易は強者が代表することを主張 した。
3.世界は必ず二分化する,強 者 と弱者 に分かれると論 じた。(半周辺 は指
摘 しなかった。)
4.戦争原因は,経 済であ り,利権であると述べた。
5.技術の波及が階層的であると見た。
6.商品が高度化するとした。
7.覇権国家の転変を論 じた。
8.労働者階級の運命を論 じた。一方で欧米 日で,新 中問階層化,他 方,第
三世界での増大。ただし資本家階級の変化は論 じなかった。
9.価格変動の利用による投資利益が主だとした。
10.資本主義における重要問題をスペースのあるか ぎり,出 してみた。
11.世界がアメリカ国際金融資本によって支配されていると見た。実際は,
ロックフェラー,モ ルガンである。
12.言いたかったことは,最 後の 「現代の問題」である。
13.近代経済学の弱点を指摘 した。 自由競争主義,市 場完全知識前提,均 衡
主義である。
小さい点
1.社会主義は何故倒れたか。
2.重商主義 と近代帝国主義との間の自由主義 を,過渡期 とした。競争的自
由主義段階の資本主義の意義を認めなかった。
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12訂 正
金子 マーチ ン氏が訂正 を教 えて くだ さった。
118ペー ジ1945年8月 →1945年5月
131ペー ジ1967年7月 →1969年7月
160ペー ジ ムス リム人 → ムス リム教徒
